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１．はじめに 

  現在，大学にあっては，自己点検・自己評価の一環

として学生の授業評価が広く行われるようになってき

た．この学生による授業評価は，授業態度や授業内容

の理解度などに対する自己評価と教授法や教師の授業

態度などに対する教授法評価という２つの授業評価内

容で行われることが多い．教師は，この授業評価結果

をもとに授業の改善を試みるものである．本研究にお

いてもこの２側面を測定している． 

  大塚ほか(2000)は，コンピュータ実習授業における

毎回の授業評価の実施とそれによる授業改善を目的と

した Webを利用したリアルタイム授業評価システムを

開発し運用した．その結果，毎回の授業においてリア

ルタイムな評価情報の収集や評価結果の公開が可能と

なり，教授法や授業内容の改善などに有効に利用でき

ることがあきらかになった．  

  さらに，八尋・大塚(2002)は，コンピュータ環境が

利用できない普通教室などでも本システムを運用し授

業評価を可能とするために，Web ブラウジング機能を

もった携帯電話(以下，ケータイ)からも利用できるよ

うシステムの改良を行った．大塚ほか（2003）は，講

義科目において携帯電話の Webブラウジング機能を利

用したリアルタイム授業評価システムを運用し，本シ

ステムの有効性について検討を行った．その結果，ケ

ータイを利用した該当授業に関する自由記述文字入力

が，パーソナルコンピュータ（以下ＰＣと略す）でキ

ーボードを利用する場合と同様に有効であることが示

された． 

毎回の授業評価は，教師，学習者の両方に授業の意

識化を促し，特に自由記述の評価内容は授業改善の具

体的手段の提供につながることが指摘されている(大

塚・三尾 1999)．また，授業評価結果の蓄積と分析を

継時的，科目横断的に行うことによって，授業の特徴

や授業改善のための情報を把握できる（大塚・三尾 

1999）と考えられる． 

一方，自分自身の授業評価結果を閲覧しその後の学

習に役立て，他の学習者の授業評価結果を閲覧し自分

自身の学習に役立てるといった新しい授業評価結果の

活用法も考えられる（大塚，2004）．こういった毎回の

授業評価結果の公開は学習者自身による授業評価結果

への関心や利用は，授業評価結果の新しい利用法を示

唆するものである． 

本研究では，ケータイを利用した授業評価の運用に

おける評価結果の公開について，実践結果をもとに分

析し検討することを目的とする． 

２．研究方法 

２．１  授業の概要 

  本研究において分析の対象となる Webとケータイを

利用したリアルタイム授業評価を実施した授業の概要

は，以下のとおりである．  

  授業形態  講義（金曜日午後1コマ）． 

  授業内容  教育心理学． 

  実施期間  2003年度秋学期 

          （2003年 10月～2004年 2月）． 

  受講生  公立大学２～４年生 

          （社会福祉系学部）． 

  受講者数  78名． 

  授業環境  一般的な講義室であり，黒板，ビデオ，

ＯＨＣ，プロジェクタが利用可能，なお

一部の授業ではコンピュータ実習室も利

用． 

  授業評価実施回数  学期後半の６回 

  講師  著者のうちの１名 

  授業評価の実施に関しては，本システムの説明と授

業評価を実施する趣旨の説明を行った．趣旨説明の中

で，毎回の授業評価結果を授業改善に役立てたいこと，

授業評価は必須であることについて説明を行った．ま

た，一部の携帯電話機種以外は携帯電話から授業評価

が可能であること，ＰＣからも可能であることを説明

し，操作法について簡単な説明を行った．授業評価を

実施した授業では，授業の最後に再度，授業終了後で

きるだけはやい授業評価の実施を受講生に依頼した． 

 

２．２ システム構成 



  システムは Webサーバ上に構築した．データベース

エンジンに PostgreSQL，Webインタフェースとデータ

ベースを仲介するハイパーテキストプロセッサーに

PHP 3 を利用した．図１は，システム構成を示したも

のである．Web クライアントから本システムにアクセ

スすると授業評価入力フォームが表示される．必要事

項を入力後，サーバに送信する（八尋・大塚 2002）．  

図２は，携帯版の授業評価入力画面の一部である． 

まず，Q1 自由記述式入力項目フォームが表示される．

次に，選択項目入力フォームにおいて，プルダウン形

式の選択項目入力フォームが Q2～Q6，Q7～Q11，Q12～

Q15の順に 3度遷移する． 

２．３  評価項目 

  本研究で利用した授業評価項目においては，Q1が記

述式（任意文字数入力可能），Q2，Q3，Q14及び Q15は，

受講生自身の自己評価項目(10:良～1:悪)，Q4～Q12は，

受講生による教授法評価項目(3:良～1:悪) である．本

研究における評価内容は東海大学で実施された

Minute Paperの評価項目の内容をもとに，本授業用に

修正したものである．評価項目内容の修正にあたって

は，携帯版での運用を考慮して，冗長性のない表現で，

簡潔な内容となるように考慮した． 

３．結果と考察 

  図３に示される授業評価結果へのアクセスWebサイ

トを構築し，授業評価結果へのアクセスを可能にした．

公開した授業評価結果は，Ｑ１自由記述式入力であり

匿名とした．また，Ｑ１に入力された各質問に対する

教員からの回答を掲載した回答掲示板を設置した．上

記両サイトともケータイから閲覧可能な Webサイトで

ある． 

３．１  評価結果閲覧者数 

  ７８名の受講者中２９名が授業評価結果を閲覧して

いた．２９名の閲覧者の平均アクセス数は，１５回で

最大は５１回，最低は１回のアクセス数であった． 

３．２   ページ別アクセス数 

  評価結果閲覧サイトへの総アクセス数は４３５回で

あった．その内，Ｑ１自由記述項目の閲覧回数は３５

７回（８２％），回答掲示板の閲覧回数は７８回（１

８％）であった． 

３．３   端末別アクセス数 

  評価結果閲覧サイトへの端末別アクセス数は，学内

ＰＣからが８６回（２０％），学外ＰＣからが１３９回

（３２％），ケータイからが２１０回（４８％）であっ

た． 

上記の分析から，授業評価結果の公開と評価結果に

関する回答掲示板を一部の学生が利用し，またケータ

イから該当サイトへのアクセスがあったことが示され

た．  
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図１  システムの構成 

 

↓  

 
図２  携帯版授業評価入力画面の一部 

 
図３  授業評価結果へのアクセス画面 

 


